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編集方針 
当社はこれまでフロンティア・グルー

プの環境レポートを通じて、お取引先

や地域住民等のステークホルダーに対

して、環境保全に関する方針、目標、

計画、マネジメント状況、環境保全活

動成果の報告を行ってきました。 
 

グループ再編に伴い、(株)エコロジカ

ル・サポートとして CSR 報告書を

2026 年刊行する運びとなり、医療廃棄

物処理のエキスパートとして活動実績

やリサイクルに向けた取り組みなど持

続可能な社会実現に向けた情報を定期

的に分かりやすくお伝えしていきま

す。 
 

ステークホルダーの皆様から信頼され

る企業を目指して、皆様と双方向のコ

ミュニケーションを図っていける CSR

報告書にしていけたら幸いと考えてお

ります。 
 

 



 

1. トップメッセージ 

本報告書は、私たち株式会社エコロジカル・サポートの事業活動が、社会や環境にどのよう

に関わり、貢献しているかをお伝えするために作成いたしました。廃棄物処理という事業の

社会的責任を深く認識し、すべてのステークホルダーの皆様との対話を通じて信頼関係を

築き、持続可能な未来へ貢献していくこと。それが私たちの変わらぬ願いです。本報告書が、

皆様との実りあるコミュニケーションの一助となれば幸いです。 

豊かな自然を次世代へ。社会インフラとしての使命を胸に。 

私たちエコロジカル・サポートは、創業以来「常にきれいな仕事をし、豊かな自然を次世代

へ残していく」という理念をすべての事業活動の原点としてまいりました。この言葉は、単

なるスローガンではなく、社員一人ひとりの日々の業務に深く根付いた行動指針であり、私

たちの存在意義そのものです。 

当社の中核事業である廃棄物処理、特に長野県下でトップシェアを誇る医療系廃棄物処理

は、地域の医療体制を支え、公衆衛生を守るという極めて重要な社会的インフラであると自

負しております。人々の健康と安全な暮らしに直結するこの事業に、私たちは大きな誇りと

責任感を持って取り組んでいます。 

私たちの使命は、事業活動を通じて環境負荷を低減し、限りある資源の循環を促進すること

にあります。適正かつ安全な処理はもちろんのこと、廃棄物の中から価値を見出し、再資源

化へとつなげる努力を続けることで、「人と環境にやさしい高度循環型社会」を実現するこ

とが、私たちの目指す未来です。 

この CSR 報告書は、私たちの取り組みを透明性高くお伝えし、ステークホルダーの皆様か

らのご期待と信頼にお応えするためのものです。私たちの事業活動の実績やデータを包み

隠さず開示することで、皆様との建設的な対話を深め、より良い企業活動へとつなげていき

たいと考えております。 

皆様には、本報告書を通じて私たちの活動へのご理解を深めていただけましたら幸いです。 

 

株式会社エコロジカル・サポート 代表取締役       

村井 連峰 

 

 

 

 

 

 

 



 

本報告書では、私たちの理念がどのように具体的な活動に結びついているのかを、環境・社

会・ガバナンスの側面から詳しくご報告いたします。 

--------------------------------------------------------------------------------  

2. 株式会社エコロジカル・サポートについて 

株式会社エコロジカル・サポートは、長野県松本市に拠点を置く廃棄物処理のエキスパート

です。医療・感染性廃棄物から有害物質を含む特別管理産業廃棄物、一般廃棄物に至るまで、

多種多様な廃棄物の収集運搬・処分を一貫して手掛けています。私たちは、単に廃棄物を処

理するだけでなく、安全な処理プロセスと再資源化を通じて、地域社会の環境保全と公衆衛

生の維持に貢献し、持続可能な社会の実現を目指しています。 

 

 

 

企業理念 

「常にきれいな仕事をし、豊かな自然を次世代へ残していく」 

このコーポレートメッセージは、私たちのあらゆる事業判断と行動の基盤となるものです。

一つひとつの業務において法令を遵守し、安全性を最優先することはもちろん、プロセス全

体の「きれいさ」を追求します。それは、地域社会やお客様からの信頼に応え、未来の世代

に美しい自然環境を引き継ぐという、私たちに課せられた社会的責任を果たすための約束

です。 

 



 

会社概要 

項目 内容 

商号 株式会社エコロジカル・サポート 

本社所在地 〒399-0033 長野県松本市大字笹賀 7170 番地 3 

連絡先 TEL: 0263-86-7585 / FAX: 0263-86-0222 

代表者 代表取締役 村井 連峰 

資本金 1,000 万円 

事業内容 （特別管理）産業廃棄物収集・運搬及び処分業 

設立 平成 5 年 9 月 22 日 

 

沿革 

創業から現在に至るまで、法令遵守を徹底し、環境経営を推進しながら、着実に事業領域を

拡大してまいりました。 

年月 主な出来事 

平成 5 年 9 月 22 日 会社設立（設立時の商号はシージェック） 

平成 14 年 4 月 15 日 商号を株式会社エコロジカル・サポートに変更 

平成 14 年 11 月 15 日 長野県産業廃棄物処分業、特別管理産業廃棄物処分業許可取得 

平成 16 年１月７日 ISO14001 認証取得 

平成 22 年 2 月 9 日 エコロジカル・サポート第２工場稼動開始 

平成 23 年 4 月 4 日  本社住所移転登記、新住所（長野県松本市大字笹賀 7170 番地 3） 

平成 24 年１月 17 日 産業廃棄物 優良認定処理業者を取得 

平成 28 年 1 月 21 日 扇子田工場 稼動開始 

令和 3 年 4 月 1 日 
松本市の中核市移行に伴って、松本市より設置許可、処分業許可  

及び収運業許可を交付 

令和 3 年 5 月 20 日 新焼却プラント(31.2ｔ炉)の設置許可交付 

令和 3 年 8 月 27 日 松本市特別管理産業廃棄物処分業（31.2ｔ炉）許可取得 

令和 3 年 9 月 7 日 松本市産業廃棄物処分業（31.2ｔ炉）許可取得 



  

 

グループ会社 

 

 

焼却工場 

長野県松本市大字笹賀 7159 番地 1 

主な処理品目：感染性廃棄物、廃プ

ラスチック類、動植物性残さ、汚泥、

廃油、廃酸、廃アルカリ 等 

第二工場（積替保管施設） 

長野県松本市大字笹賀 7177 番地 1 

 

扇子田工場（圧縮、圧縮梱包、破砕、積替保管） 

長野県松本市波田字扇子田 66 番 19 

株式会社 環境科学 

【本社】  

長野県松本市大字笹賀 7170 番地 3 

【業務内容】 

環境分析 計量証明事業 

 アスベスト検査 

 作業環境測定 

 土壌汚染調査 



許認可一覧 

当社の事業展開の広範さを示す主要な許認可は以下の通りです。 

 

私たちの企業理念とこれまでの歩みは、次にご紹介する環境・社会・ガバナンス（ESG）

への具体的な取り組みの礎となっています。 

--------------------------------------------------------------------------------  

都道府県・市名 許可番号（申請中の場合には、申請年月日） 

松本市 

〈優良〉【産廃処分】１３６２０１００４４７（平成 14 年 11 月 15 日取得） 

〈優良〉【特管処分】１３６７０１００４４７（平成 14 年 11 月 15 日取得） 

〈優良〉（産廃収運）１３６１０１００４４７（平成 14 年 11 月 28 日取得） 

〈優良〉（特管収運）１３６６０１００４４７（平成 14 年 11 月 28 日取得） 

長野県 
〈優良〉（産廃収運） ２００４１００４４７（平成 14 年 11 月 28 日取得） 

〈優良〉（特管収運） ２０５４１００４４７（平成 14 年 11 月 28 日取得） 

東京都 
〈優良〉(産廃収運） １３００１００４４７（平成 30 年 7 月 13 日取得） 

〈優良〉(特管収運） １３５０１００４４７（平成 16 年 2 月 9 日取得） 

埼玉県 
〈優良〉(産廃収運）０１１０４１００４４７（平成 20 年 8 月 13 日取得） 

〈優良〉(特管収運）０１１５４１００４４７（平成 16 年 3 月 22 日取得） 

山梨県 
〈優良〉（産廃収運）０１９００１００４４７（平成 17 年 8 月 18 日取得） 

〈優良〉（特管収運）０１９５０１００４４７（平成 17 年 8 月 18 日取得） 

岐阜県 
〈優良〉（産廃収運）０２１００１００４４７（平成 22 年 7 月 8 日取得） 

〈優良〉（特管収運）０２１５０１００４４７（平成 22 年 7 月 8 日取得） 

群馬県 
〈優良〉(産廃収運）０１０００１００４４７（平成 25 年 10 月 29 日取得） 

〈優良〉(特管収運）０１０５０１００４４７（平成 25 年 10 月 29 日取得） 

神奈川県 
〈優良〉(産廃収運）０１４００１００４４７（平成 27 年 11 月 11 日取得） 

〈優良〉(特管収運）０１４５０１００４４７（平成 27 年 11 月 11 日取得） 

愛知県 
〈優良〉(産廃収運）０２３００１００４４７（平成 30 年 5 月 14 日取得） 

〈優良〉(特管収運）０２３５０１００４４７（平成 30 年 5 月 14 日取得） 

新潟県 
〈優良〉(産廃収運）０１５０９１００４４７（平成 30 年 6 月 12 日取得） 

〈優良〉(特管収運）０１５５９１００４４７（平成 30 年 6 月 12 日取得） 

富山県 〈優良〉(産廃収運）０１６０５１００４４７（平成 30 年 6 月 20 日取得） 

京都府 
〈優良〉(産廃収運）０２６０１１００４４７（平成 30 年 7 月 30 日取得） 

〈優良〉(特管収運）０２６５１１００４４７（平成 30 年 7 月 30 日取得） 

静岡県 〈優良〉(産廃収運）０２２０１１００４４７（平成 30 年 9 月 27 日取得） 

三重県 〈優良〉(産廃収運）０２４００１００４４７（令和 2 年 1 月 7 日取得） 

石川県 (産廃収運）０１７０２１００４４７（令和 4 年 4 月 12 日取得） 

栃木県 (産廃収運）００９００１００４４７（令和 7 年 3 月 17 日取得） 

松本市 一般廃棄物収集運搬業 処分業（松環廃指令第９号） 

安曇野市 一般廃棄物収集運搬業 （安曇野市指令６環第 661 号） 

 



3. 活動報告：環境・社会・ガバナンス（ESG） 

株式会社エコロジカル・サポートの事業は、その性質上、環境（Environment）、社会（Social）、

ガバナンス（Governance）の 3 つの側面と深く結びついています。私たちは、これら ESG

の各要素を統合的に捉え、事業活動を通じて社会的課題の解決に貢献することが、企業の持

続的な成長と価値創造に不可欠であると考えています。本章では、私たちの具体的な取り組

みを 3 つの側面からご報告します。 

3.1. 環境（Environment）への取り組み 

廃棄物処理事業は、環境保全活動そのものであるとの認識のもと、私たちは事業のあらゆる

プロセスにおいて環境負荷の低減に努めています。廃棄物を安全かつ適正に処理し、自然環

境への影響を最小限に抑えることは、私たちの最も重要な使命です。 

事業を通じた環境貢献 

当社の主要サービスは、それぞれが地域社会の環境と安全を守る上で重要な役割を担って

います。 

• 医療・感染性廃棄物処理: 長野県内 No.1 の実績を誇る本事業は、病院や研究機関か

ら排出される感染リスクのある廃棄物を安全に処理することで、地域の医療体制を

根底から支え、公衆衛生の維持に貢献しています。 

• 産業廃棄物・特別管理産業廃棄物処理: 引火性廃油、強酸・強アルカリ、特定有害廃

棄物といった、取り扱いに高度な専門知識と技術を要する廃棄物を、法令に基づき

安全かつ確実に処理し、環境汚染を未然に防いでいます。 

• 一般廃棄物処理: 市町村では対応が難しい特殊なごみ（農薬、ガソリンなど）の処理

にも対応することで、地域社会の環境美化と安全確保に貢献しています。 

安全な焼却処理プロセス 

当社の中間処理施設では、最新の注意を払った安全な焼却プロセスを確立しています。廃

棄物を 800℃以上の高温で燃焼して有害物質を熱分解した後、排ガスを減温塔で 200℃ま

で急冷させ、ダイオキシン類の再合成を防止します。その後消石灰、活性炭の噴霧により

排ガスを中和して微量の有害物質を吸着させ、バグフィルタで濾過して、ばいじんや有害

物質を徹底的に除去します。このプロセスにより排ガスはクリーンな状態で大気へと放出

されています。 

  



【環境パフォーマンスデータ】 

事業活動が環境に与える影響を客観的に把握し、継続的な改善に繋げるため、関連データを

定期的に測定・公開しています。 

廃棄物処分量（直近 3 カ年度） 

廃棄物区分 2022 年度 処分量 (t) 2023 年度 処分量 (t) 2024 年度 処分量 (t) 

産業廃棄物 4,123.13 4,027.10 4,085.09 

特別管理産業廃棄物 4,708.27 4,263.74 4,041.38 

総計 8,831.40 8,290.84 8,126.47 

 

総処分量は過去 3 年間で緩やかな減少傾向にありますが、環境保護に向けた当社のリサイ

クル処理への移行が寄与しています。 

   

排ガス測定結果（2024 年度） 

法令基準を遵守することはもとより、自主的なデータ公開を通じて事業の透明性を確保し

ています。 

測定項目 
測定結果 

 (2024 年 5 月) 

測定結果  

(2024 年 11 月) 

 

基準値 

ダイオキシン類 (ng-TEQ/N ㎥) 0.11 0.11 5 

ばいじん (g/㎥ N) 0.02 0.01 0.15 

硫黄酸化物 (㎥ N/ｈ) 0.121 0.09 15.6 

窒素酸化物 (㎤/㎥ N) 69 76 250 

塩化水素 (ｍg/㎥ N) 190 97 700 

水銀 (μg/㎥ N) 0.27 0.11 30 



年 2 回の測定結果はいずれも安定しており、厳格な排出基準を遵守した安全な施設運営が

行われていることを示しています。 

循環型社会への貢献：リサイクルの推進 

私たちは廃棄物の単なる「処分」に留まらず、再資源化による循環型社会の構築に積極的に

貢献しています。焼却処理後に発生する「燃え殻」や「ばいじん」は、安全に管理された最

終処分場へ埋め立てるだけでなく、その特性を活かす多角的なリサイクルアプローチを推

進しています。 

燃え殻リサイクル率の分析 

廃棄物の焼却プロセス後に発生する「燃え殻」のリサイクルは、循環型経済を実現する上で

戦略的に重要です。燃え殻を単に埋め立てるのではなく、セメント原料や再生砂などの有価

物として再資源化することは、最終処分場の延命、天然資源の消費抑制に直結します。した

がって、燃え殻リサイクル率は、廃棄物処理業者の環境配慮姿勢と技術力を測る上で重要な

指標となります。 

年度別リサイクル率の実績 

各年度の燃え殻リサイクル率は以下の通りです。 

年度 燃え殻 

総排出量 (t) 

燃え殻  

リサイクル処

分量 (t) 

燃え殻  

埋立処分量 (t) 

燃え殻 

リサイクル率 

2022 年度 1,084.01 101.38 982.63 9.40% 

2023 年度 625.78 222.2 403.58 35.50% 

2024 年度 640.06 186.54 453.52 29.10% 

2025 年度* 440.47 134.26 306.21 30.50% 

注: 2025 年度の数値は 4 月から 11 月までの実績値。     

燃え殻リサイクル率グラフ（単位：％） 

2022 年度 | ■■■■ 9.35% 

2023 年度 | ■■■■■■■■■■■■■■■ 35.51% 

2024 年度 | ■■■■■■■■■■■■ 29.14% 

         +---------+---------+---------+---------+ 

         0%       10%       20%       30%       40% 

同社の燃え殻リサイクル戦略が 2023 年度を境に大きく転換し、2022 年度の 9.4%から 2023

年度には 35.5%へとリサイクル率が急上昇しています。これは、新たな資源化重視の経営方

針が実行された結果です。単に埋立量を削減するだけでなく、燃え殻を資源として積極的に

活用する体制へと移行したことが、この飛躍的な改善の背景にあります。 

2024 年度以降も約 30%という高いリサイクル率を維持しています。「混練造粒」や「分級」

といった新たな手法へシフトしていて、複数のリサイクル販路を確保する戦略的な事業判



断です。当社が燃え殻を単なる「廃棄物」ではなく「資源」として捉え、その価値を最大化

する事業モデルへと進化させていることを定量的に証明しています。 

廃プラスチック類リサイクル率の実績 

年度別リサイクル率の実績 

各年度の廃プラスチック類リサイクル率の算出結果は以下の通りです。 

注: 2025 年度の数値は 4 月から 11 月までの実績値。      

焼却は当社の処理能力の中核をなしていますが、データが示す最も重要な傾向は、リサイク

ル原料化を目的とする「圧縮梱包」への急速なシフトです。焼却処理の比率は 2022 年度の

97.2%から 2024 年度には 83.6%へと低下した一方、「圧縮梱包」の処理量は急激に増加し

ており、当社の事業戦略が単なる廃棄物処理から資源化へと能動的に移行しつつあること

を示しています。 

 

3.2. 社会（Social）への貢献 

私たちの事業は、地域社会やお客様をはじめとする多くのステークホルダーとの関わりの

中で成り立っています。地域社会の一員として、また社会インフラを担う企業として、事業

を通じて社会に貢献し、共存共栄を目指すことを重要な責務と考えています。 

社会インフラとしての役割 

特に、長野県下でトップシェアを誇る医療・感染性廃棄物処理事業は、地域の安全・安心を

支える重要な社会インフラです。平時においてはもちろん、パンデミックのような公衆衛生

上の緊急時においても、私たちは医療機関から排出される廃棄物を滞りなく安全に処理す

ることで、医療体制の安定的な維持に貢献し、二次感染のリスクから市民の皆様を守るとい

う不可欠な役割を担っています。 

地域社会との共生 

事業所が立地する地域社会との良好な関係を築き、その発展に貢献することも私たちの責

務です。 

• 『ごみゼロ運動』の実施: 毎年春と秋の 2 回、社員が一体となって事業所周辺の清

掃活動「ごみゼロ運動」を実施しています。地域の環境美化に貢献することで、日

頃の感謝の意を表しています。 

年度
廃プラ

 総受入量 (t)

マテリアル

リサイクル量 (t)

サーマル

リサイクル量 (t)
総リサイクル量 (t) 総リサイクル率 (%)

2022年度 3,048.65 19.24 56.02 75.26 2.50%

2023年度 3,022.95 14.6 86.7 101.3 3.40%

2024年度 3,152.17 16.7 503.83 520.53 16.50%

2025年度* 1,759.68 17.61 298.54 316.15 18.00%



  

（令和７年 10 月 30 日 ごみゼロ運動） 

• 地域文化への貢献: 地元町会である神戸神社の活動を支援し、鈴と鈴緒を奉納させ

ていただきました。地域に根差した企業として、伝統文化の継承にもささやかなが

ら貢献しています。 

   
お客様からの信頼 

当社は、長野県内をはじめとする多数の医療機関、行政、そして民間企業から、長年にわた

り事業パートナーとしての信頼をいただいております。この信頼の基盤となっているのは、

廃棄物処理法をはじめとする各種法令の厳格な遵守はもちろんのこと、お客様それぞれの

状況やニーズに合わせた、迅速かつ安全なサービス提供体制です。私たちはこれからも、お

客様にとって最も信頼できるパートナーであり続けるよう努めてまいります。 

3.3. ガバナンス（Governance）体制 

廃棄物処理事業は、厳格な法規制のもとで運営される許認可事業です。したがって、徹底し

た法令遵守（コンプライアンス）と強固なガバナンス体制の構築は、私たちの事業存続の根

幹であり、すべてのステークホルダーからの信頼を支える基盤であると考えています。 

徹底したコンプライアンス 

私たちは、客観的な評価に基づき、コンプライアンス体制の強化と継続的な改善に取り組ん

でいます。 



・ISO14001 認証: 環境マネジメントシステムの国際規格である ISO14001 を 2003 年に取

得。以来、継続的な審査と更新を通じて、環境関連法規の遵守と環境パフォーマンスの向上

に組織的に取り組んでいます。この国際規格に基づく継続的な改善活動が、3.1 節で報告し

た環境パフォーマンスデータの安定的な管理と向上を支えています。 

  

 

・優良産廃処理業者認定制度: 第三者機関による遵法性、事業の透明性、環境配慮への取り

組み、財務体質の健全性など、厳しい基準をクリアした事業者にのみ与えられる「優良産廃

処理業者」の認定を受けています。これは、当社の高いコンプライアンス意識と事業運営の

健全性を示す客観的な証です。 

 



透明性の確保と情報開示 

ステークホルダーの皆様からの信頼を得るためには、事業活動の透明性を確保することが

不可欠です。 本報告書の発行自体が、そのための重要な取り組みの一つです。私たちは、

廃棄物処理量や排ガス測定結果といった具体的なパフォーマンスデータを自主的に公開す

ることで、事業運営における誠実さを示し、説明責任を果たしてまいります。 

環境・社会・ガバナンス（E・S・G）への取り組みは、それぞれが独立したものではなく、

相互に深く関連し合っています。強固なガバナンス体制のもとで環境への配慮と社会貢献

を推進することが、結果として私たちの持続可能な企業価値の向上につながると確信して

います。 

       

企業統治（コーポレートガバナンス） 

コンプライアンスを遵守した公正な企業活動を通じて、企業の信頼性及び企業価値の向上

を図るとともに、コーポレートガバナンスを充実することで、会社の健全性、透明性の向上

につながると考えており、経営体制の見直し、組織の改善等必要な施策を実践しております。 

       

安全への取り組み 

安全は企業の価値と能力をあらわすバロメーターと考え、安全衛生大会をはじめ社員教育

や健康管理など日々の安全を保つよう活動を行っています。 



令和７年度安全標語 

「全員で取り組む安全活動 目指すゴールはゼロ災職場」 

安全大会を年 1 回開催し、安全の取り組みの発表や場内危険箇所の共有、フォークリフト

の死角について等、グループ会社含め全役職員が参加して、意見交換や指摘を行います。 

  

社員教育制度 

人材育成・品質向上を目指し教育プランを作成し、免許・資格取得、社内外講習会への参加

を積極的に行っております。 

  

 

 

-------------------------------------------------------------------------------  

この CSR 報告書は、株式会社エコロジカル・サポートの 2024 年度（2024 年 4 月 1 日～

2025 年 3 月 31 日）の活動を中心にまとめたものです。 

  



 

【(株)エコロジカル・サポート CSR 報告書 2026】へご意見・ご感想をお寄せください。 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エコロジカル・サポート CSR 報告書 作成委員会 

 

CSR 報告書をご覧いただき、ありがとうございました。 

皆様からのご意見ご指摘を今後の環境活動に生かしていきたいと思います。 

ご意見・ご感想を下記連絡先へご一報いただければ幸いと存じます。 

 

（編集後記） 

CSR 報告書の初版を発行するにあたり、まだまだ内容不十分な箇所も数多くあると思いますが、報告書を通

じて当社がこれまで取り組んできた事業や想いを一人でも多くの方にご理解頂ければ幸いです。 

循環型社会の実現に向けて当社が担う責務をこれからも報告書を通じて適宜皆様に公表し、ご評価頂きたい

と思います。編集にご協力頂いた方へ感謝を申し上げます。                   

以上 


